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Young Adult 通信は中学生・高校生
向けのお便りです。 
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『左側：桃山
とうやま

 さめじ  

右側：鬼中
おになか

 なこ』 
眞崎 ひー さん（福栄中） 

今回の応募総数は 

85 通でした☆ 

 

佳 作  

『しおりちゃん』 
みー さん（下貝塚中） 

『Ｂｏｏｋ男爵』 
ワトソン、Ｓさん（妙典中） 

『本也（ほんや）』 
＋－×÷ 

（たすひくかけるわる） さん 

（六中） 

『霜月
しもづき

 のあ』 
Ｋｏｙｏｉ さん（八中） 

『神使 ガウリイル 
（大天使聖ガブリエル）』 
ミトミト さん（八中） 

『 柊
ひいらぎ

 けい』 
庵いお さん 

（下貝塚中） 

『ぶっくぴーぽー』 
おもち さん（一中） 

『ソマリ』 
スイ さん 

（昭和学院高等学校） 

『しおりちゃん。』 
にゃんこ さん（一中） 

『じゃっく君』 
ソルト さん 

（妙典中） 

『べこみなちゃん』 
赤べこ さん（五中） 

８月 11 日（土）に図書館内各所に設置されたクイズを解い

ていく参加型イベント「ＹＡ図書館脱出ゲーム～ケンターの

野望～」を開催しました☆ 

４組 11 名の中学生が参加してくれました。 

 

名前：ペンギン３兄弟 

特徴：本の物語から 

飛びだしてきた。 

生みの親：七中・Ｋ・Ｉ．さん 

７月１日から７月 29 日の間募集していた、中央図書館にある YA コーナーのＰＲをしてくれる

キャラクターが決定しました！！８月１日から８月 31 日の間、佳作作品を YA コーナー・こども

としょかんにて掲示し、図書館来館者の投票により決まりました。 

  今後、Young Adult 通信に掲載されるほか、缶バッジや、ブックカバーに使用されるなど YA

コーナーのイメージキャラクターとして市川市の図書館 PR のために活躍してもらいます！ 

※ジュニア賞の作品は、こどもとしょかんで主に活躍します。 

平成30年10月発行 

ＷｅｂＯＰＡＣで検索中★ 

無事、館長の救出に成功！！ 

なぜか、ケンターもいる･･･？！ 

名前：読書チュー 

特徴：優しい、博識、常に本を 

読んでいるか持っている。 

生みの親：二中・紅葉 さん 

ＹＡジュニア賞 大 賞 

６月 23 日・７月７日・８月

14 日に第五中の“赤べこ”さん

がＹサポ（ＹＡサポーター）活動

に参加してくれました。 

素敵な絵やＰＯＰを描いてく

れました。 

 

※Ｙサポは、図書館のＰＲをする

ボランティアのことです。 

本のＰＯＰ・ポスター製作や 

ＹＡ通信号外号発行など、やって

みたいことなんでもＯＫです！ 

みなさんのご参加お待ちして

おります。（☎047-320-3346 まで） 

オープニング映像鑑賞中♪ 

 
次は君たちの挑戦を 

待ってるゾ!! 

 
こどもとしょかんで
一番投票が多かった
キャラクターです♪ 

 
ＹＡコーナーで 

一番投票が多かった
キャラクターです♪ 

http://www.city.ichikawa.lg.jp/library/db/1030.html


 

 

 

 

 

 

  

（2018 年度）ＹＡ特集展示 イラスト展 

↑てらりおさん 

（二中） 

↑ 

Spring さん（七中） 

市内の中学生が描いてくれたイラストです。YA コーナーで特集にあわせて

展示します。ぜひご覧ください☆ 

↑うさの。さん（二中） 

↑Tapioca GT さん（ニ中） 

んんんんんなさん（ニ中）↑ 

  ↑ 

天工院咲輝さん（ニ中） 

赤い人さん（ニ中）→ 

←オレンジさん（ニ中） 

↑ばるさみこすさん 

（東国分中） 

↑ 

二酸化炭素さん 

（東国分中） 

お月様さん（ニ中）→ 

   ↑ 

ペンネームさん（二中） 

 

↑ 

かっぱさん（六中） 

つくもさん（二中） 

  ↓ ↓紅葉さん（二中） 

↑ 

煮干さん（六中） 

なまけものさん（ニ中）↓ 

↑けしかすさん（ニ中） 
↓ねこさん（ニ中） 

「本を開いたら･･･」 

（10－12 月） 

 ～新しく入った本の一部の紹介です～ 
『リマ・トゥジュ・リマ・トゥジュ・トゥジュ』 こまつあやこ／著 講談社 

中２のどまんなかにマレーシアから日本にもどってきた沙弥。帰国子女としてクラスメイトの目を気にしなが

ら毎日をすごしていたが、ある日督促女王こと3年の図書委員・佐藤先輩から“ギンコウ”の誘いをうける。 

『ショダチ! 藤沢神明高校 でこぼこ剣士会』 向井湘吾／著 ポプラ社 

江岡慧一は、中学でやっていた剣道をやめ、高校に入ってからはパズルばかりしていた。 

しかし、体育の授業でしかたなく剣道の試合をすることになり、この試合を見ていた龍心に 

「おまえでこぼこしているな。」と声をかけられる。 

『つる花の結び上・下 源氏物語』（紫式部／著）荻原紀子／訳 理論社 

 日本の古典名作『源氏物語』を『ＲＤＧ レッドデータガール』等の著者が訳した 

読みやすいシリーズ。他にも『紫の結び』（一～三）『宇治の結び上・下』があります。 

『嘘の木』 フランシス・ハーディング／著 児玉敦子／訳 東京創元社 

 14 歳のフェイスの一家は世間から追われるようにヴェイン島にやってきた。しかし、そこで父は謎の死をとげ

る。丌信に思ったフェイスが真実を探るうちに、父が隠し育てていた植物の性質を知り、その力を借りることに。 

『鳥類学者だからって、鳥が好きだと思うなよ。』 川上和人／著 新潮社  

10万に1人しかいないという鳥類学者。その鳥類学者を友人に持たないというのは読者諸氏に 

とって、大きな損失だという。読者を友人と決め、絶海孤島や熱帯林での研究調査などをユーモア 

たっぷりに書いているエッセイ。 

 

↑わたがしさん（ニ中） 
↑ 

菊葉さん（七中） 


